


議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

全会一致

で承認　

全会一致

で承認　

全会一致

　で承認　　

全会一致

で承認　

（質疑のみで

　　採決なし）　

（質疑のみで

　　採決なし）

（質疑のみで

　　採決なし）

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

伊東市税賦課徴収条例の一部を

改正する条例専決処分の報告承

認について

伊東市都市計画税賦課徴収条例

の一部を改正する条例専決処分

の報告承認について

伊東市国民健康保険税条例の一

部を改正する条例専決処分の報

告承認について

平成29年度伊東市一般会計補正

予算（第１号）専決処分の報告承

認について

平成28年度伊東市一般会計予算

繰越明許費繰越し報告について

平成28年度伊東市一般会計予算

事故繰越し報告について

平成28年度伊東市競輪事業特別

会計予算について弾力条項の適

用に関する報告

伊東市個人情報保護条例の一部

を改正する条例

伊東市職員等退職手当支給条例

の一部を改正する条例

伊東市職員の育児休業等に関す

る条例の一部を改正する条例

伊東市税賦課徴収条例の一部を

改正する条例

地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部改正に伴う条例改正

について平成29年３月31日に専決処分を行ったことの報告

承認

地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部改正に伴う条例改正

について平成29年３月31日に専決処分を行ったことの報告

承認

地方税法施行令の一部改正に伴う条例改正について平成29年

３月31日に専決処分を行ったことの報告承認

伊東市選出の県議会議員が辞職したことに伴い、県議会議員

補欠選挙を実施する必要が生じたため、同選挙経費に係る

1,260万1,000円の追加補正措置を平成29年５月22日に専決

処分したことについての報告

平成28年12月定例会及び平成29年３月定例会において議決

された繰越明許費のとおり、臨時福祉給付金給付事業や本市

独自の地域経済活性化対策など、16事業、５億9,587万

8,000円を平成28年度から平成29年度に繰り越したことにつ

いての報告

都市計画道路伊東大仁線改良事業は、用地交渉のおくれから、

平成28年３月定例会において繰越明許費として議決されたが、

地権者の移転先となる建物の計画変更等により建設におくれ

が生じ、これに伴い、補償対象物件の撤去についてもおくれ

が生じ、年度内の執行完了が見込めなくなったことから平成

29年度に繰り越したことについて、地方自治法に基づく報告

平成28年度競輪事業特別会計において、車券売上が好調に推

移し、第13回市営競輪における勝者投票払戻金などの売り上

げ連動経費に予算額の不足を生じたため、１億8,257万5,000

円を地方自治法及び伊東市特別会計条例の規定に基づき、平

成29年３月28日に弾力条項を適用したことについての報告

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律において、独自利用事務に関し、その特定個人

情報の提供等について整備等が行われたことに伴う条例改正

雇用保険法等の一部を改正する法律において、国家公務員退

職手当法が改正されたことに伴い、失業者の退職手当の所定

給付日数延長の要件を拡大するとともに、退職手当に付加し

て支給されるもののうち、移転費の支給対象者を拡大する条

例改正

児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴い、地方公務

員の育児休業等に関する法律第２条第１項ただし書の条例で

定める特別の事情、育児休業の期間の再度の延長ができる特

別の事情及び育児短時間勤務の終了の日の翌日から起算して

１年を経過しない場合に育児短時間勤務をすることができる

特別の事情として、保育所等における保育の利用を希望し、

申し込みを行っているが、当面その実施が行われないことを

規定するもの

地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部を改正する法律の公

布に伴い、個人市民税においては、現行の控除対象配偶者を、

同一生計配偶者に改め、固定資産税においては、家庭的保育

事業等に供する固定資産に係る課税標準の特例措置にわがま

ち特例を導入するとともに、企業主導型保育事業に係る固定

資産、市民緑地の用に供する土地に係る課税標準の特例措置

にわがまち特例を導入する条例改正

市認第１号

市認第２号

市認第３号

市認第４号

市報第１号

市報第２号

市報第３号

市議第１号

市議第２号

市議第３号

市議第４号

６月定例会を６月12日から７月４日までの23日間の会期で開会しました。

平成29年６月定例会

41件の議案等を可決

市 議 会 だ よ り
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

議員

７名

議員

７名

―

―
―

伊東市都市計画税賦課徴収条例

の一部を改正する条例

伊東市が管理する市道に設ける

道路標識の寸法を定める条例の

一部を改正する条例

伊東市消防団員等公務災害補償

条例の一部を改正する条例

伊東市農業委員会委員に占める

認定農業者等又はこれらに準ず

る者の割合を４分の１以上とす

ることについて

平成29年度伊東市一般会計補正

予算（第２号）

伊東市一般職の職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例

伊東市功労者表彰について

伊東市功労者表彰について

副市長選任の同意について

副市長選任の同意について

固定資産評価員選任の同意について

農業委員会委員任命の同意につ

いて

前正副議長に感謝状の贈呈につ

いて

伊豆高原メガソーラーパーク発

電所（仮称）建設計画等伊東市に

おける太陽光発電所建設に伴う

開発行為に対する反対決議

常任委員会委員の補欠選任につ

いて

議会運営委員会委員の補欠選任について

静岡県後期高齢者医療広域連合

議会議員補欠選挙

地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部を改正する法律の公

布に伴い、企業主導型保育事業に係る固定資産、市民緑地の

用に供する土地に係る課税標準の特例措置を導入するととも

に項ずれ等を整理する条例改正

道路標識、区画線及び道路標示に関する命令の一部改正に伴

い、標識番号のずれ等による用語整理、警戒標識板の高さを

定める条例改正

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部

を改正する政令の公布に伴い、補償基礎額について、非常勤

消防団員に扶養親族がある場合の加算額を改定する条例改正

農業委員会等に関する法律において、委員の過半数を認定農

業者等が占めることとされているが、本市においては認定農

業者等の数が少なく、当該規定を適用しても委員の任命に著

しい困難を生じることとなるため、農業委員会等に関する法

律施行規則の規定により、認定農業者等またはこれらに準ず

る者の割合を４分の１以上とすることについて議会の同意を

求めるもの

伊豆栄光富戸保育園及び伊豆栄光湯川保育園の施設改修に対

する補助金、市制施行70周年記念事業である花でおもてなし

事業に係る委託料、本郷公園隣接地の購入費、育英奨学金の

申請者が見込みを上回ったことによる貸付金の追加など、

2,586万7,000円の追加

本市の重要施策を担う部長級ポストとして、「市長戦略監」

を創設することに伴う条例改正

佃　弘巳氏（宇佐美）

海野英夫氏（松原）

若山　克氏（荻）

佐野博之氏（静岡市葵区）

若山　克氏（荻）

農業委員会委員の選出方法が、公選制から市議会の同意を得

て任命する方法に改められたことから、農業員会委員１４人

の任命の同意を求めるもの

秋藤俊夫氏（池）、伊藤賢二氏（富戸）、伊代野裕二氏（吉田）、

遠藤裕子氏（岡）、太田　宏氏（八幡野）、長田直己氏（赤沢）、

北川佳延氏（鎌田）、黒岩秀雄氏（玖須美元和田）、佐々木逸夫

氏（宇佐美）、土屋光枝氏（荻）、中村隆史氏（鎌田）、堀井裕三

氏（湯田町）、青木敬博氏（荻）、浅田良弘氏（宮川町）

宮　雅薫前議長及び横沢勇前副議長の在任中の功績に対する

感謝状の贈呈

決議文は９ページをごらんください。

常任観光建設委員会委員に犬飼このり議員を、常任福祉文教

委員会委員に大川勝弘議員をそれぞれ選任

山口嘉昭議員を選任

有効投票19票のうち、横山紘一郎氏　14票、内田隆典氏　５

票、渥美　誠氏　0票、内田　隆氏　0票

市議第５号

市議第６号

市議第７号

市議第８号

市議第９号

市議第10号

市議第11号

市議第12号

市選第１号

市選第２号

市選第３号

市選第４号

市選第17号

発議第１号

発議第２号

発選第１号

発選第２号

発選第３号

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

賛成多数で可決

全会一致で可決

全会一致で選任に同意

全会一致で選任に同意

全会一致で選任に同意

全会一致で

　選任に同意　

全会一致

で可決　

全会一致

　で可決　　

全会一致

で選任　

全会一致で選任

―

〜

討論

　
市
議
第
一
〇
号

︻
賛
成
︼
伊
東
新
時
代
。

　

市
長
戦
略
監
の
新
設
に
つ
い

て
は
、
新
時
代
の
市
政
運
営
を

考
え
る
中
で
不
安
や
矛
盾
等
も

感
じ
る
こ
と
か
ら
、
も
ろ
手
を

挙
げ
て
の
賛
成
と
は
言
え
な
い
。

　

し
か
し
、
多
く
の
市
民
が
小

野
市
長
に
よ
る
新
た
な
市
政
運

営
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
、今
後
、そ
の
役
割
や

責
任
の
所
在
を
議
会
や
市
民
に

も
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

︻
賛
成
︼
日
本
共
産
党

　

市
長
戦
略
監
を
生
か
す
た
め

に
は
、
何
が
優
先
す
べ
き
公
約

な
の
か
、
ま
ず
ま
ち
づ
く
り
や

産
業
の
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
再
構
築
す
る
議
論
が
必
要
で

は
な
い
か
。
そ
の
上
で
と
も
に

活
動
す
る
施
策
ご
と
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
、
効
果

的
な
組
織
づ
く
り
も
必
要
と
考

え
る
。　

　

以
上
の
意
見
を
添
え
て
、
賛

成
す
る
。

本
会
議
で
行
わ
れ
た

討
論
の
概
要

市 議 会 だ よ り
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〜小野達也新市長が市政を担うに当たっての大きな３本柱〜

　

市
制
施
行
七
〇
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
に
市
政
の
か
じ
取
り

を
担
う
に
当
た
り
、
伊
東
の
魅

力
を
発
信
し
、
文
化
力
を
高
め
、

観
光
の
振
興
と
産
業
の
育
成
に

よ
っ
て
、
み
ん
な
が
夢
を
形
に

で
き
る
未
来
を
拓
く
た
め
の
主

要
な
施
策
に
つ
い
て
、
大
き
な

三
つ
の
柱
ご
と
に
申
し
述
べ
る
。

■
み
ん
な
が
つ
く
る
伊
東
市

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
ま

さ
に
﹁
市
民
の
皆
様
﹂
で
あ
る
。

若
い
世
代
や
移
住
者
、
伝
統
文

化
を
継
承
、
推
進
し
て
い
る

方
々
の
声
を
私
が
直
接
出
向
い

て
聞
き
、
市
政
に
生
か
す
た
め
、

﹁
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
﹂
と

﹁
地
域
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂

を
設
置
し
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方

式
に
よ
る
市
政
運
営
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
シ
ニ
ア
世
代
が
活
躍

で
き
る
社
会
参
画
の
場
を
創
設

し
、
多
く
の
世
代
が
集
え
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、﹁
滞
在
型
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
リ
ゾ
ー
ト
﹂を
南
部
地
域
に

実
現
し
、ス
ト
レ
ス
な
ど
未
病
へ

の
対
応
と
し
て
、自
然
や
文
化
に

触
れ
心
身
を
癒
す
、新
し
い
湯
治

場
の
形
を
創
造
す
る
。

■
み
ん
な
が
楽
し
い
伊
東
市

　

活
力
あ
る
地
域
社
会
や
心
豊

か
な
市
民
生
活
の
実
現
に
向
け
、

観
光
振
興
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
か

ら
、
入
湯
税
の
全
て
を
観
光
に

関
連
す
る
事
業
の
経
費
に
充
て
、

観
光
施
策
の
充
実
を
図
る
。

　

そ
の
た
め
の
施
策
の
一
つ
目

と
し
て
、﹁
に
ぎ
わ
い
の
創
出
﹂

を
図
り
、
大
勢
の
人
々
が
交
流

し
、
に
ぎ
わ
う
た
め
の
施
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
観
光
客
や

市
民
が
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
の

で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

　

特
に
、
伊
東
駅
周
辺
の
整
備

事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

私
が
先
頭
に
立
ち
、
課
題
の
解

決
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
観
光
戦
略
と
し
て
、
ド
ラ
マ

や
映
画
の
誘
致
を
行
い
、
新
た

な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

展
開
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
消
費
拡
大
に
向
け
、

六
次
産
業
化
に
よ
る
魅
力
あ
る

伊
東
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
図
る
。

　

二
つ
目
に
、
﹁
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
ま
ち
伊
東
﹂
を
目
指
し
、

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
ナ
イ

タ
ー
設
備
つ
き
サ
ッ
カ
ー
場
の

建
設
に
向
け
た
準
備
を
初
め
と

し
て
、
市
民
や
来
遊
客
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
新

た
な
誘
客
を
推
進
す
る
。

　

図
書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
の
建

設
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
使
い
や

す
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
。

■
み
ん
な
が
暮
ら
す
伊
東
市

　

市
民
の
皆
様
が
描
く
夢
や
希

望
を
形
に
し
、
そ
し
て
、
次
世

代
が
誇
り
と
自
信
の
持
て
る
郷

土
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め

の
施
策
の
一
つ
目
と
し
て
、﹁
子

育
て
支
援
﹂
の
充
実
を
図
る
。

　

就
学
前
の
一
年
間
の
保
育

園
・
幼
稚
園
の
保
育
料
を
全
額

公
費
負
担
と
す
る
と
と
も
に
、

医
療
費
の
無
料
化
を
高
校
卒
業

ま
で
拡
充
す
る
。
ま
た
、
県
の

ふ
じ
の
く
に
地
域
少
子
化
突
破

戦
略
応
援
事
業
を
活
用
し
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
と
と
も
に
通
学
費

の
補
助
な
ど
も
進
め
て
い
く
。

　

二
つ
目
に
、
移
住
・
定
住
施

策
と
し
て
、
本
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
移
住
促
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
や
市
内
企

業
に
就
職
し
た
場
合
の
育
英
奨

学
金
返
済
全
額
免
除
制
度
の
創

設
に
向
け
た
検
討
等
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
、
介
護
予
防
事
業
や
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
等
に
参
加
し
や
す
い

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

　

八
幡
野
地
区
に
お
け
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
建
設
計
画
に
つ
い
て
、

私
は
、
地
元
が
反
対
し
て
い
る

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
元
と

同
じ
く
反
対
の
考
え
で
あ
り
、

事
業
者
と
も
誠
実
に
向
き
合
う

中
で
、
地
元
の
意
向
に
沿
う
よ

う
開
発
の
見
直
し
に
向
け
、
可

能
な
限
り
努
力
し
て
い
く
。

　

結
び
に
、
夢
と
希
望
を
形
に

﹁
未
来
を
拓
き
﹂、市
民
が
主
役

の
明
る
い
伊
東
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
た
め
、
私
み
ず
か
ら
が

先
頭
に
立
ち
、
全
力
で
市
政
運

営
に
当
た
っ
て
い
く
。

所信表明を述べる
小野達也市長

市 議 会 だ よ り
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（質問順に掲載）

〜会派所属議員の人数に応じた持ち時間内で会派を代表して市長所信表明について質問〜

会派及び会派に所属していない議員から６議員が質問

　

本
市
に
お
い
て
は
、
六
〇
歳

以
上
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
か

ら
芸
術
文
化
活
動
に
至
る
ま
で
、

幅
広
い
分
野
で
仲
間
と
の
親
睦

を
深
め
な
が
ら
、
生
涯
学
習
活

動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と

な
る
よ
う
、﹁
い
で
ゆ
大
学
﹂
を

開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般

市
民
向
け
の
講
座
と
し
て
実
施

し
て
い
る
﹁
市
民
大
学
﹂
に
お

い
て
も
、
近
年
で
は
高
齢
者
の

受
講
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
こ

の
世
代
の
生
涯
学
習
へ
の
関
心

の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お

い
て
も
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
と
と
も
に
、

卓
球
な
ど
が
高
齢
者
の
間
で
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

活
動
に
関
し
、
十
分
な
情
報
提

供
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
に
届

き
や
す
い
情
報
発
信
な
ど
の
工

夫
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
気
軽

に
生
涯
学
習
活
動
及
び
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
参
加
し
や
す
い
環
境

整
備
を
進
め
て
い
く
。

市
長

　

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
の
構
成

員
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
産

業
、
文
化
、
体
育
な
ど
に
関
連

す
る
団
体
に
お
け
る
青
年
部
等

の
代
表
や
移
住
者
、
子
育
て
世

代
の
女
性
、
若
手
の
市
職
員
な

ど
、
一
五
人
程
度
に
よ
る
構
成

を
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
等
の
新
た

な
視
点
か
ら
の
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
政
策
の
推
進
な
ど
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
す

る
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
市
全

体
の
将
来
像
を
テ
ー
マ
に
協
議

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
施

策
に
関
し
、
介
護
予
防
事
業
の

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
伺
う

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
及
び
生
涯
学
習

活
動
に
参
加
し
や
す
い
仕
組
み

の
構
築
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う

﹁
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
﹂
に
つ

い
て
、
メ
ン
バ
ー
構
成
及
び
具

体
的
に
何
年
後
を
見
据
え
た
将

来
像
を
描
く
の
か
伺
う

　

介
護
予
防
は
、
介
護
保
険
の

給
付
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康

保
険
に
お
け
る
診
療
報
酬
の
削

減
な
ど
に
も
寄
与
す
る
も
の
で

あ
り
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

制
度
運
営
の
持
続
可
能
性
を
高

め
る
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長

よ
り
楽
し
く
介
護
予
防
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
工
夫
を
重
ね
な

が
ら
充
実
を
図
る

　

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、

体
力
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し

て
、
健
康
体
操
リ
ー
ダ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
健

康
体
操
ク
ラ
ブ
の
充
実
を
図
っ

て
お
り
、
参
加
者
数
も
年
々
増

加
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
二
九
年
度
か
ら

は
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ

中
心
の
体
操
に
加
え
、
転
倒
防

止
等
を
目
的
と
し
た
筋
力
ア
ッ

プ
の
メ
ニ
ュ
ー
や
、
音
楽
や
映

像
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
運
動
機

能
等
の
改
善
が
で
き
る
介
護
予

防
・
健
康
増
進
シ
ス
テ
ム
機
器

の
導
入
等
、
新
た
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。　

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
利
用
者

の
意
見
を
伺
い
、
参
加
者
が
よ

り
楽
し
く
介
護
予
防
や
健
康
増

進
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
指
導

者
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
工

夫
を
重
ね
な
が
ら
介
護
予
防
事

業
の
充
実
を
図
り
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

市
長

高
齢
者
に
届
き
や
す
い
情
報
発

信
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
気
軽
に
参
加
し
や
す
い

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く

いでゆ大学でグラウンドゴルフを楽しむ受講生

正風改革クラブ

井戸清司議員

市 議 会 だ よ り
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く
、
市
が
推
進
す
る
重
点
施
策

な
ど
の
個
別
の
事
案
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
協
議
、
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

市
長

　

地
域
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
私
み
ず
か
ら
地

域
を
訪
れ
、
よ
り
多
く
の
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
伺

う
こ
と
に
よ
り
、
世
論
の
動
向

を
正
し
く
把
握
し
、
市
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

年
間
の
開
催
頻
度
に
つ
い
て

は
、
調
整
中
で
は
あ
る
が
、
七

月
下
旬
か
ら
九
月
下
旬
に
か
け

て
、
市
内
一
五
地
区
を
対
象
に

一
〇
会
場
程
度
の
開
催
で
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

市
側
の
出
席
者
に
つ
い
て
は
、

私
を
初
め
、
副
市
長
、
市
長
戦

略
監
等
を
予
定
し
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

六
項
目

﹁
地
域
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂

の
設
置
に
つ
い
て
伺
う

　

社
会
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
健
康
増
進
や
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
優
先
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
小
室
山
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

市
外
の
方
も
市
民
と
同
様
の
条

件
で
予
約
、
利
用
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
誘
客
対
策

を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
全
国

還
暦
野
球
大
会
な
ど
、
平
日
の

比
較
的
予
約
の
少
な
い
時
期
に

開
催
さ
れ
る
各
種
大
会
の
誘
致

や
、
市
内
に
四
施
設
あ
る
ゴ
ル

フ
場
を
活
用
し
た
誘
客
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

よ
る
誘
客
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
、
ナ
イ
タ
ー
設
備
つ
き
サ
ッ

カ
ー
場
の
建
設
に
向
け
た
準
備

を
進
め
る
と
と
も
に
合
宿
等
で

市
外
の
方
の
需
要
が
高
い
室
内

体
育
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
中
で
、
積
極
的

に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
誘
客
を
進

め
て
い
き
た
い
。

市
長

　

実
施
し
た
場
合
、
約
三
五
〇

〇
万
円
が
上
乗
せ
さ
れ
る
と
試

算
し
て
い
る
。
財
源
に
つ
い
て

は
、
既
存
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
徹
底

す
る
中
で
財
源
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
県
に
対
し
て
は
少

子
化
対
策
を
推
進
す
る
観
点
か

ら
当
該
事
業
に
対
す
る
補
助
制

度
の
拡
充
を
働
き
か
け
て
い
く
。

　

ま
た
、
実
施
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
財
源
確
保
の

状
況
に
応
じ
て
拡
充
を
検
討
し

て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

八
項
目

入
湯
税
の
全
て
を
観
光
に
関
す

る
事
業
の
経
費
に
充
て
る
こ
と

に
つ
い
て
伺
う

社
会
体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
、
市
外
の
方
の
利
便
性
と
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
誘

客
対
策
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う

医
療
費
の
無
料
化
を
高
校
卒
業

ま
で
拡
充
す
る
こ
と
に
要
す
る

費
用
の
見
込
み
額
と
そ
の
財
源

及
び
実
施
の
見
通
し
を
伺
う

　

観
光
業
の
活
性
化
の
た
め
に

も
、
入
湯
税
は
本
来
の
観
光
に

関
す
る
事
業
の
経
費
に
充
て
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、

こ
れ
ま
で
入
湯
税
が
充
当
さ
れ

て
い
た
そ
の
他
の
事
業
に
影
響

を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
手
当
て
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

市
長

一
般
財
源
を
充
て
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
既
存
事
業
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
で
確
保
を
図
る

　

入
湯
税
は
、
地
方
税
法
の
規

定
に
よ
り
、
環
境
衛
生
施
設
、

鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施
設
及
び

消
防
施
設
そ
の
他
消
防
活
動
に

必
要
な
施
設
の
整
備
並
び
に
、

観
光
施
設
の
整
備
を
含
む
観
光

の
振
興
に
要
す
る
経
費
な
ど
に

充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
等
の
環
境
衛
生
施
設
の
管

理
経
費
、
救
急
事
業
や
消
防
施

設
の
整
備
経
費
、
観
光
振
興
経

費
や
観
光
施
設
の
維
持
管
理
事

業
な
ど
に
充
当
し
て
き
た
。

　

入
湯
税
の
全
て
を
観
光
に
関

す
る
事
業
の
経
費
に
充
て
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
入
湯
税

が
充
当
さ
れ
て
い
た
事
業
の
財

源
に
一
般
財
源
を
充
て
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
既
存
事
業
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
の
徹
底
及
び
新
年
度
予
算
編

成
に
お
い
て
優
先
順
位
に
よ
る

事
業
の
峻
別
を
行
う
こ
と
で
、

財
源
の
確
保
を
図
り
た
い
。

市
長

平
日
の
比
較
的
予
約
の
少
な
い

時
期
に
開
催
さ
れ
る
各
種
大
会

の
誘
致
な
ど
に
よ
り
誘
客
を
進

め
て
い
き
た
い

子供の医療費助成を拡大
（写真は現・子ども医療費受給者証）

自民・絆

中島弘道議員

市 議 会 だ よ り
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滞
在
型
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ゾ

ー
ト
構
想
に
つ
い
て
伺
う

　

滞
在
型
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ

ゾ
ー
ト
を
南
部
地
域
に
実
現
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

概
要
及
び
実
現
の
目
標
と
す
る

時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　

新
た
に
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
行

う
も
の
で
は
な
く
、
既
存
の
観

光
資
源
を
活
用
し
、
官
民
協
働

に
よ
る
新
た
な
旅
行
形
態
を
構

築
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

目
指
し
て
い
る
滞
在
型
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
リ
ゾ
ー
ト
と
は
、
観

光
客
の
皆
様
に
、
心
に
ゆ
と
り

を
持
っ
て
市
内
に
連
泊
し
て
い

た
だ
き
、
芸
術
鑑
賞
や
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
心
と
体
を
癒
す
こ
と
の
で

き
る
、
新
し
い
湯
治
場
と
し
て

の
健
康
保
養
地
の
構
築
で
あ
る
。

　

市
内
南
部
地
域
で
は
伊
豆
高

原
地
区
を
中
心
に
、
美
術
館
な

ど
を
初
め
、
芸
術
鑑
賞
や
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
、
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

が
で
き
る
最
適
な
環
境
が
整
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
各
種
体
験

施
設
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
多

様
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
活

用
す
る
こ
と
で
実
現
し
て
い
く
。

　

実
現
の
目
標
と
し
て
は
、
各

施
設
と
の
協
働
に
よ
り
、
既
に

実
施
さ
れ
て
い
る
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
か
ら
集
中
と
選
択
を

す
る
中
で
、
直
ち
に
で
き
る
事

業
か
ら
順
次
、
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
事
業

検
証
を
図
る
こ
と
で
、
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
現
代

の
湯
治
場
を
創
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

七
項
目

新
し
い
湯
治
場
と
し
て
の
健
康
保
養
地
の
構
築

ブーゲンビリアが植栽された松川沿い

が
感
覚
を
共
有
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

市
長

　

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
市
民
と
観
光
客
が

交
流
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
交
流
の
中
で
共
感

や
信
頼
感
が
生
ま
れ
、
市
民
し

か
知
ら
な
い
﹁
美
味
し
い
飲
食

店
﹂
や
﹁
コ
ア
な
観
光
情
報
﹂

な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
客
の
購
買
意
欲
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

市
民
の
お
も
て
な
し
の
心
の
醸

成
が
、
地
域
振
興
に
寄
与
し
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄
二
四
項
目

育
英
奨
学
金
返
済
全
額
免
除
制

度
に
つ
い
て
伺
う

市
長
が
考
え
る
﹁
に
ぎ
わ
い
﹂

の
定
義
及
び
地
域
が
に
ぎ
わ
う

た
め
の
施
策
を
伺
う

﹁
に
ぎ
わ
い
の
創
出
﹂
は
地
域

振
興
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る

か
伺
う

　

市
内
企
業
に
就
職
し
た
場
合

の
育
英
奨
学
金
返
済
全
額
免
除

制
度
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
半

額
免
除
制
度
を
維
持
し
つ
つ
こ

れ
に
制
度
追
加
す
る
も
の
な
の

か
、
制
度
の
内
容
を
伺
う
。

市
長

現
行
制
度
の
方
向
性
を
維
持
し

た
上
で
、
市
内
就
労
を
し
た
場

合
に
全
額
免
除
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
先
進
事
例
を
参
考
に

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く

　

本
市
の
奨
学
金
制
度
に
つ
い

て
は
、
奨
学
金
月
額
の
増
額
、

入
学
一
時
金
や
市
内
居
住
を
要

件
と
し
た
半
額
免
除
制
度
の
創

設
な
ど
、
大
幅
な
改
革
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全
額
免
除

制
度
は
現
行
制
度
の
方
向
性
を

維
持
し
た
上
で
、
な
お
か
つ
市

内
就
労
を
し
た
場
合
に
全
額
を

免
除
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
先
進
事

例
を
参
考
に
調
査
研
究
を
進
め
、

市
内
企
業
へ
の
就
職
を
初
め
、

起
業
や
第
一
次
産
業
へ
の
就
労

等
の
要
件
な
ど
を
幅
広
く
検
討

し
た
上
で
、
そ
の
財
源
等
、
具

体
的
な
制
度
設
計
を
進
め
る
。

市
長

　

私
が
考
え
る
﹁
に
ぎ
わ
い
﹂

の
定
義
は
、
た
だ
単
に
人
が
多

く
集
ま
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
人
と
人
と
が
接
す
る
こ
と
、

い
わ
ば
市
民
と
観
光
客
が
交
流

す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
共
感
や

信
頼
感
な
ど
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
施
策
に
つ
い
て
は
、

松
川
沿
い
の
リ
エ
テ
ィ
広
場
か

ら
川
口
公
園
に
か
け
て
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
を
植
栽
す
る
こ
と
で
、

市
民
や
観
光
客
が
﹁
き
れ
い
だ

な
﹂
と
共
感
し
、
ま
た
、
按
針

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
ス
テ
ー
ジ

で
は
心
地
よ
い
潮
風
を
感
じ
て

も
ら
う
な
ど
、
市
民
と
観
光
客

民進クラブ

四宮和彦議員

公明党

長沢　正議員

市 議 会 だ よ り
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八
幡
野
地
区
に
お
け
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
建
設
計
画
に
つ
い

て
、
以
下
二
点
伺
う

一　

市
民
生
活
や
観
光
振
興
な

ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

全
市
的
課
題
と
し
て
、
同
建

設
計
画
に
か
か
わ
る
問
題
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

二　

開
発
の
見
直
し
に
向
け
、

可
能
な
限
り
努
力
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
本
市
と
し
て
取

り
得
る
対
応
は
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
伺
う
。

市
長

一　

こ
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
声
を
直
接
聞
く

中
で
﹁
住
民
や
漁
業
者
な
ど

の
利
益
が
損
な
わ
れ
る
﹂
と

し
た
意
見
が
多
く
あ
る
こ
と
、

地
域
と
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
の
ほ
か
、
森
林
伐

採
に
よ
る
斜
面
の
安
全
性
や
、

売
電
期
間
終
了
後
に
お
け
る

施
設
の
維
持
管
理
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

二　

本
市
と
し
て
取
り
得
る
対

応
に
つ
い
て
は
、
六
月
中
に

事
業
者
に
対
し
て
、
白
紙
撤

回
を
求
め
て
い
く
。

　
　

白
紙
撤
回
が
困
難
な
場
合

に
は
、
大
規
模
開
発
に
よ
る
、

地
元
住
民
の
不
安
を
取
り
除

く
た
め
に
も
、
地
元
の
同
意

を
得
る
こ
と
を
第
一
に
、
県

と
も
連
携
を
図
る
中
で
、
自

然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
、

景
観
と
の
調
和
を
図
る
な
ど

の
計
画
の
見
直
し
を
事
業
者

へ
働
き
か
け
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

五
項
目

図
書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
の
建

設
基
本
構
想
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
構
想
を
検
討
し
て

い
く
の
か
伺
う

　

図
書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が

考
え
ら
れ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
と

同
様
に
、
文
化
芸
術
ツ
ー
リ
ズ

ム
ま
た
は
合
宿
や
リ
ハ
ー
サ
ル

を
伴
う
公
演
等
に
対
応
で
き
れ

ば
、
観
光
業
と
も
連
携
が
図
れ

る
。
ま
た
、
公
演
の
前
後
に
プ

ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
企
画
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
文
化
力
向
上
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
文
化

振
興
の
拠
点
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
構
想
を
検
討
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

市
長

　

図
書
館
を
併
設
し
た
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
中
央
会
館
及
び
観

光
会
館
に
つ
い
て
は
老
朽
化
も

進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
市
民
満

足
度
調
査
に
お
け
る
建
て
か
え

の
必
要
性
に
関
す
る
調
査
結
果

で
、
両
施
設
と
も
に
高
い
位
置

づ
け
と
な
る
な
ど
市
民
の
関
心

の
高
さ
も
う
か
が
え
、
平
成
二

八
年
度
に
は
文
化
施
設
整
備
基

金
も
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
年
度
、
図
書
館
・
文
化

ホ
ー
ル
の
建
設
に
向
け
基
本
構

想
を
策
定
し
て
い
く
が
、
建
設

候
補
地
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う

な
施
設
が
ふ
さ
わ
し
い
か
な
ど
、

幅
広
く
勘
案
す
る
中
で
、
基
本

構
想
を
策
定
し
て
い
く
。

　

あ
わ
せ
て
、
文
化
協
会
を
初

め
と
し
た
関
係
団
体
、
さ
ら
に

は
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
や
地
域

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を

通
じ
て
、
広
く
市
民
の
意
見
を

伺
う
中
で
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し

い
文
化
振
興
拠
点
と
な
る
施
設

と
し
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

六
項
目伊東市観光会館

伊豆高原メガソーラーパーク発電所（仮称）
建設予定地の山並み

伊東新時代。

犬 飼 こ の り 議員

日本共産党

重 岡 秀 子 議員

４月19日

４月25日

４月28日

５月12日

５月25~26日

６月６日

議会報編集委員会

常任観光建設委員会協議会

常任総務委員会協議会

常任福祉文教委員会協議会

新議員行政研究会

議会運営委員会

※平成29年３月定例会閉会後、
　平成29年６月定例会開会まで

閉会中の議会活動 平成29年

９月４日（月）
開　会 

※日程等は、８月下旬の

　議会運営委員会において

　正式に決定します。

９月定例会の予定

市 議 会 だ よ り
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学校給食センターの概要説明を受ける新議員

■
決
議
ま
で
の
経
緯

　

八
幡
野
地
区
に
お
い
て
建
設

計
画
が
あ
る
太
陽
光
発
電
施
設

は
大
規
模
な
森
林
開
発
を
伴
う

も
の
で
、
景
観
だ
け
で
な
く
、

土
砂
災
害
や
海
洋
環
境
の
悪
化

等
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
地
元
住
民
の
不

安
が
高
ま
り
、
複
数
の
市
民
団

体
が
建
設
反
対
の
署
名
活
動
を

す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
状
況
を
議
員
一
人
一
人

が
重
く
受
け
止
め
、
市
議
会
全

体
と
し
て
、
住
民
の
意
思
に
反

す
る
大
規
模
開
発
行
為
に
対
し

て
の
意
思
表
明
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
六
月
六
日
の
議
会
運

営
委
員
会
で
建
設
反
対
の
決
議

を
し
て
い
く
こ
と
に
向
け
て
調

整
を
開
始
。
六
月
三
〇
日
に
当

該
事
業
者
と
の
会
派
を
超
え
た

議
員
有
志
に
よ
る
勉
強
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
議
員
間
で
協
議

を
続
け
、
七
月
三
日
の
議
会
運

営
委
員
会
で
議
案
と
な
る
決
議

文
を
決
定
。
最
終
日
の
本
会
議

に
お
い
て
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
後
議
員
活
動
を
行
う
上
に

お
い
て
必
要
と
な
る
基
礎
的
事

項
に
関
し
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
初
当
選
し
た
議
員

を
対
象
に
、
議
員
行
政
研
究
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

五
月
二
五
日

■
執
行
機
関
の
概
要
説
明

■
市
内
各
施
設
の
視
察

　

伊
東
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

〜
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
〜
富

　

士
見
保
育
園
・
さ
く
ら
園
〜

　
伊
東
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

五
月
二
六
日

■
議
事
機
関
の
概
要
説
明

　私たちのまち伊東は、天城の山々を背に、相模湾に臨む伊豆半島の東海岸に位置し、城ヶ崎海岸、一碧湖、

大室山とその火山活動により形成された高原地域等の自然景観、良質な温泉を生かした情緒豊かな湯のま

ち景観、にぎわいのある市街地景観などが織りなす観光都市である。

　そのような貴重な自然に恵まれた本市において、太陽光発電所が、既に各地に建設されており、また八幡

野区においては、現在約50haにも及ぶ林地開発行為を伴う巨大なメガソーラー発電所建設が計画されてい

る。 伊豆高原メガソーラーパーク発電所（仮称）は、広大な森林・草地を伐採し太陽光パネルにかえてしまう

ため、保水力の低下による土砂災害の発生リスクが高まる。雨が降れば泥水が八幡野川に流れ込み、有数の

ダイビングスポットである八幡野の海を汚し、漁業とともに観光産業にも大きな打撃を与えることが懸念

される。

　太陽光パネルに覆われた土地の周囲は、その反射光のためにアスファルトやコンクリートで覆われた都

会以上に温度が上昇し、深刻なヒートアイランド化が進行すると言われており、伊豆高原の冷涼な気候を大

きく変えてしまうおそれがある。また、森林・草地の開発で、ここに生息する動植物の生息環境へも深刻な影

響をもたらす可能性がある。その結果、多くの動物（猿、イノシシ、鹿など）が人里へ侵入することで、有害鳥

獣による農作物への被害等も懸念され、私たちとの対立をもたらすことになるかもしれない。また、ジオサ

イトに近接するこの地域での大規模な開発行為は、現在、伊豆半島全体で目指す伊豆半島ジオパークの世界

認定にも大きな影響を与えかねない。

　このような自然環境の破壊に対する地域住民及び地域事業者の不安の高まりから、メガソーラー事業計

画地近隣の地区や自治会などでは反対声明が出されている。また、メガソーラー建設に反対する複数の市民

グループは署名活動を行い、現在、合計で25,000筆余を集めている。

　みずからが住み、働く地域がいかにあるべきかは、地域住民の自己決定権に委ねられるべきものであり、

住民自治の基本である。これだけ多くの地域住民、地域事業者たちの抱える不安が払拭されないままに、市

内各地に太陽光発電所建設が無秩序に行われていくのであれば、市民の代表によって構成される議決機関

である市議会としては、これを看過できるものではない。

　伊東市議会としては、地域住民の自己決定権を尊重し、それが住民の総意である限り、

住民の自治権を侵害する大規模開発行為に対しては断固として反対する。

　以上、決議する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年７月４日　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊　東　市　議　会

伊豆高原メガソーラーパーク発電所（仮称）建設計画等
伊東市における太陽光発電所建設に伴う開発行為に対する反対決議

新
議
員
行
政
研
究
会

市 議 会 だ よ り

9



答 問

答 問答 問

答 問市
長
の
公
約
実
現
の
た
め

各
部
間
の
調
整
を
図
る

屋内運動場の照明をLED照明へ交換

総
務
委
員
会

観
光
建
設
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
市
長
戦

略
監
の
職
務
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長
の
公
約
実
現
に
向
け
て

特
定
の
課
題
に
つ
い
て
各
部
間

の
調
整
を
担
う
こ
と
と
し
、

サ
ッ
カ
ー
場
や
図
書
館
・
文
化

ホ
ー
ル
の
建
設
に
係
る
業
務
な

ど
を
専
任
す
る
。

　

ま
た
、
設
置
規
則
に
お
い
て
、

市
長
の
命
を
受
け
て
行
う
特
定

事
項
を
職
務
と
規
定
し
て
お
り
、

そ
の
時
々
で
市
長
が
注
力
す
べ

き
と
判
断
し
た
事
業
等
に
お
い

て
、
市
長
戦
略
監
の
担
う
重
要

施
策
を
決
め
て
い
く
。

　

小
学
校
屋
内
運
動
場
照
明
設

備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
請
負
費
の
補

正
の
経
緯
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
未
実

施
校
に
つ
い
て
伺
う
。

　

南
小
学
校
体
育
館
の
水
銀
灯

に
不
具
合
が
散
見
さ
れ
、
修
繕

を
要
す
る
状
況
で
あ
る
が
、
水

銀
に
よ
る
被
害
を
抑
制
す
る
国

際
的
な
情
勢
に
鑑
み
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
交
換
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
未
実
施
校
は
、
大

池
小
、
池
小
、
南
中
学
校
の
三

校
で
あ
り
、
今
後
も
順
次
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

本
郷
公
園
の
隣
接
地
購
入
に

つ
い
て
、
そ
の
意
図
や
経
緯
を

伺
う
。

　

も
と
も
と
本
郷
公
園
は
、
条

例
で
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
面
積

よ
り
も
狭
く
、
以
前
よ
り
地
域

防
災
の
観
点
か
ら
住
民
要
望
が

あ
っ
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
予
算

計
上
す
る
に
至
っ
た
。　
　
　

　

観
光
宣
伝
補
助
事
業
の
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
の
配
信

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
市
出
身
の
映
画
監
督
が
撮

影
し
、
コ
ロ
ワ
イ
ド
グ
ル
ー
プ

の
か
っ
ぱ
寿
司
を
含
む
五
つ
の

飲
食
店
チ
ェ
ー
ン
の
注
文
用

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
約
四
万
台
に
映

像
を
流
し
、
誘
客
を
図
る
。

◆
詳
細
は
、
八
月
下
旬
発
行
予
定
の
六
月
定
例
会
会
議
録
の
委
員
会
審
査
報
告
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

〜
常
任
委
員
会
審
査
の
中
か
ら
〜

常
任
委
員
会
だ
よ
り

本郷公園

　

今
号
の
表
紙
は
、
よ
り
大
き

な
写
真
を
ご
ら
ん
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
見
開
き
ペ
ー
ジ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

表
紙
写
真
の
昭
和
三
二
年
当

時
、
空
撮
と
い
え
ば
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
の
撮
影
だ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
な
ら
ば
、

ド
ロ
ー
ン
で
し
ょ
う
か
。
翌
年

の
三
三
年
、
狩
野
川
台
風
で
大

被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
六
〇

年
間
で
本
市
も
人
々
の
暮
ら
し

も
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
写
真
の
中
心
、
松
川

沿
い
や
オ
レ
ン
ジ
ビ
ー
チ
沿
い

は
、
現
在
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
で

鮮
や
か
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
で
お
も
て
な
し
を
と
市
制
施

行
七
〇
周
年
記
念
の
一
環
と
し

て
、
今
年
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
華
や
か
な
熱
帯
植
物
は
、

そ
の
場
を
一
気
に
南
国
リ
ゾ
ー

　

市
長
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ

れ
た
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に

お
い
て
、
左
記
の
二
名
が
当
選

し
ま
し
た
。

○
住
所　

末
広
町　

○
会
派　

伊
東
新
時
代
。

○
所
属
委
員
会

　

常
任
観
光
建
設
委
員
会

　

議
会
報
編
集
委
員
会

○
住
所　

湯
川　

○
会
派　

正
風
改
革
ク
ラ
ブ

○
所
属
委
員
会

　

常
任
福
祉
文
教
委
員
会

編

集

後

記

新
議
員
紹
介

表
紙
写
真
に
つ
い
て

犬飼このり議員（46）大川勝弘議員（36）

︵
年
齢
は
八
月
一
〇
日
現
在
︶

市 議 会 だ よ り

10



ト
の
雰
囲
気
に
し
ま
す
。
先
輩

格
で
あ
る
夫
婦
ヤ
シ
等
と
と
も

に
市
民
に
親
し
ま
れ
、
ま
た
、

市
長
所
信
表
明
に
あ
っ
た﹁
滞
在

型
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ゾ
ー
ト
﹂

伊
東
を
印
象
づ
け
る
花
木
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

議
会
報
編
集
委
員
会

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

■
五
月
二
二
日

会
派
結
成

　

伊
東
新
時
代
。

　

代
表　

杉
本
一
彦
議
員

　
　
　
　

犬
飼
こ
の
り
議
員　

■
五
月
二
四
日

会
派
加
入

　

大
川
勝
弘
議
員
＝
正
風
改
革

　

ク
ラ
ブ　

■
五
月
二
五
日

通
称
名
使
用
許
可

︵
通
称
名
︶
犬
飼
こ
の
り
議
員

︵
戸
籍
氏
名

︶
岩
本
亜
弓
議
員

　

※
今
後
の
議
員
活
動
に
お
い

　

て
は
、通
称
名
を
使
用
し
ま
す
。

■
五
月
二
九
日

会
派
代
表
者
変
更

　

民
進
ク
ラ
ブ

︵
新
︶
四
宮
和
彦
議
員

︵
旧
︶
鈴
木
克
政
議
員

■
五
月
三
一
日

議
員
辞
職

　

宮　

雅
薫
議
員

■
七
月
五
日

会
派
離
脱

　

稲
葉
正
仁
議
員
︵
自
民
・
絆
︶

　

※
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　

議
員
と
な
り
ま
す
。

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃

四　

宮　

和　

彦

井　

戸　

清　

司

青　

木　

敬　

博

長　

沢　
　
　

正

佐　

藤　

龍　

彦

犬

飼

こ

の

り
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議
会
内
の
異
動

井戸清司（代表） 大川勝弘 山口嘉昭 佐山　正 土屋　進

中島弘道（代表） 青木敬博 稲葉富士憲

四宮和彦（代表） 鈴木克政 浅田良弘 長沢　正（代表） 鳥居康子

稲葉正仁横沢　勇犬飼このり杉本一彦（代表）佐藤龍彦重岡秀子（代表）

正風改革クラブ

自民・絆

民進クラブ 公明党

日本共産党 伊東新時代。 会派に所属していない議員

市
議
会
内
の
会
派
構
成

H29.7.5現在

正風改革クラブ

自民・絆

民進クラブ 公明党

日本共産党 伊東新時代。 会派に所属していない議員
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